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は RAS 活性化（AngII 作用）を阻害するために RAS阻
害薬が腎機能の低下した CKD 患者に用いられており，







































































































































































































































































































































































































































































































































































は TC，LDL-C，Adipo，DHLA，AA，EPA が 女 性 で
高値，Alcohol と Smoking は男性が高頻度で，年齢に
おいては EPA で５０台と６０－７９歳，DHA は５０台と６０歳
台に差異を認めた。ウエスト肥満では低 HDL-C／高 TG
血症，高 HOMA，低 Adipo／高 Leptin および高 EPA／
DHA，HbA１c（≦５．３vs５．４≦）も同様な臨床像であっ
たが DHLA は低値を示した。高血圧は肥満，高 TG／高
HOMA，低 Adipo／高 Leptin および高 DHLA で MetS の
頻度は２２．６％で，MetS（１２．６％）の特徴は肥満，高血
圧，耐糖能異常，脂質異常と高 DHLA の傾向であった。
これらの臨床項目の関係は BMI vs Waist r＝＋０．５５３，
Waist vs Adipo－０．４６７vs Leptin０．４７８，Adipo vs HDL-
C０．４２３vs TG－０．３３１，TG vs HDLA０．５４１，EPA vs
DHA ０．６６９の相関を示した。〈結語〉MetS の臨床像は
肥満，高血圧，低 HDL-C／高 TG，高 HbA１c，高 MOMA，































































鶴尾 美穂，小松まち子，中瀬 勝則，藤田 善史，






小杉 知里，保坂 利男，船木 真理（同糖尿病対策
センター）
白神 敦久，新谷 保実，藤中 眞一，野間 喜彦，






























重清 友理，篠原 正幸，井内 貴彦，天満 仁，























７．orexin の GnRH 抑制作用に関わるストレス関連経
路についての検討
















の mRNA を real-time RT-PCR により定量した。
結果：ORXA および ORXB は共に LH パルス状分泌を
抑制した。α-helical CRF の同時投与では，ORXA の場
合 の み 抑 制 作 用 の 一 部 が 解 除 さ れ た。ORXA と
Astressin２B の同時投与でも同程度に抑制が解除され
た。ORXA 投与後は control に比べて CRH および UCN
２mRNA の発現が有意に高く，UCN mRNA の発現に有
意差は認めなかった。
結論：ORXA は CRH ニューロン上の ORXA１型受容体





三木 浩和，田中 修，藤井 志朗，中村 信元，










（中央値６２歳）。臨床病期Ⅱ A１８例，Ⅱ B３例，Ⅲ A７５









































蔭山 徳人，藤永 裕之，斎藤 彰浩，奥村 宇信，
























































明石 晃代，木宿 昌俊，西条 伴香，佐藤 千穂，































宮本 英典，白川 明子，園崎 早苗，笹山 淳子，
西田 容子，阿部ひとみ，上田 早苗，栄原 ふみ，
立花 優子，池添 和代，井上 優子，久米美知枝，
平岡 久美，濱田 理恵，古村 輝美，宮本 陽子，
































川人 愛，鉄谷 真由，原田 武志，石橋 直子，
笠松 哲司，安田 理，三村 誠二，本藤 秀樹
（徳島県立中央病院救命救急センター）
【はじめに】当院では年間約１５０例の院外心肺停止（out




















１５．Barrett 上皮は low grade dysplasia でも発癌ポテン
シャルが高い
宮谷 知彦，岩田 貴，近清 素也，東島 潤，
吉川 幸造，西岡 将規，栗田 信浩，島田 光生
（徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部臓器
病態外科学分野）
【目的】Barrett 食道は low grade dysplasia（LGD）で
は経過観察され，high grade dysplasia では内視鏡的治
療が行われる。今回我々は，MTA１，HDAC１（MTA１















１６．経過観察した ground glass opacity（GGO）症例に
対する臨床的検討
監崎孝一郎，近藤 和也，松岡 永，宇山 攻，




























福森 知治，間島 大博，泉 和良，木内慎一郎，
小泉 貴裕，中西 良一，田上 隆一，中逵 弘能，














































































次に SRY 過剰発現による GPR７４の mRNA 発現量の変


















コーヒー。菌株は E. coli ATCC２５９２２，S. aureus ATCC
２５９２３，S. epidermidis ATCC１２２２８，食中毒菌 S. aureus
４７４，MRSA ５２６００３０，Lactobacillus casei ４７などを用い




し BHI plate に塗抹，培養後コロニー数を測定。














谷 洋江，橋本 浩子，二宮 恒夫，佐原 玉恵，
岸田 佐智（徳島大学医学部保健学科）





































































山上 貴司，大西 達也，高松 昌徳，森 一博，
山下 和子，松岡 優（徳島市民病院小児科）
【はじめに】平成１９年度から「特別支援教育」が学校教
育法で規定され，従来の障害児教育に加え，学習障害
（LD），注意欠陥多動性障害（ADHD），高機能広汎性
発達障害（HFPDD）等に対し，学習や生活面で特別な
教育的支援が必要となった。しかし，これらを診断・指
導・治療ができる医療機関や療育機関は限られていた。
平成１７年度より児童・家族及び教育機関を対象にした相
談事業『ほっとアドバイス事業』が開始され，発達障害
の診断や指導，不登校・いじめへの対応に関して有益で
あったので報告する。【対象】平成１７年５月～１９年１１月
に演者が担当した５３名（男４５，女８），６４回。就学前６
名，小２７名（低５・中７・高１５），中１９名，高４名（３
名複数年）。【受診】保護者のみ１２回，関係者のみ１８回，
保護者＋関係者３４回。相談時間：５７．１６±１７．３３分【診断別
詳細】①ADHD１１名（小１０名，中１名），合併症：LD２名，
反抗挑戦性障害・チック・場面緘黙各１名。②PDD２７名
（就学前５名，小１１名，中８名，高３名，分類：HFPDD
２１名，自閉症４名，分類不能２名），合併症：不登校５
名，行為障害２名等。③ LD３名（小２名，中１名）。【結
語】不登校やいじめ等の背景には，発達障害を有する事
が多い。発達障害の診断や対処法を児の家族及び学校等
の人々に指導ができる当事業は，児への特別支援教育を
高めるものと思われた。
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